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論 文 の 要 旨 
 
 
題 目   小孔径孔あき鋼板ジベルを適用した軽量化複合プレキャスト版の開発 
      (Development of light weight precast deck with small diameter  
perfobond strip） 
 














そこで本研究では，まず，孔径 30mm の PBL を対象として種々の要素試験を実施し，小孔径
PBL の終局ずれ挙動とずれ耐荷力を調査した。続いて小孔径 PBL を用いた形鋼とコンクリート
で構成される複合版の力学特性および終局耐荷力を実験的に調べ実構造への適用性について
検討した。 
 本論文は，全 7章で構成されており，第 1章では，研究の背景と目的および本論文の構成に
ついて述べた。 








第 4章では，小孔径 PBL を用いた合成はりの曲げ試験を実施し，既往の研究成果の PBL を用
いた合成桁の曲げ試験データも含めて，荷重－たわみ関係からずれ止めの剛性の評価法を検討
した。その結果，藤井らが提案する合成率の概念を用いることにより合成はりの曲げ剛性を推












た，第 3 章で示した新しい評価式と，第 4 章で示した合成率を算出する方法を用いることで，
版供試体を用いた静的曲げ試験におけるずれ止めの終局荷重を概ね評価できることを示した。 
第 7 章では本研究で得られた知見をまとめるとともに，今後の解決すべき課題をまとめた。 
以上，本研究で提案する小孔径孔あき鋼板ジベルを適用した軽量化複合プレキャスト版は，
ペデストリアンデッキや拡幅歩道および建築スラブ等の群集荷重程度の作用に対して充分な
耐荷力を有しており，また，第 3章で提案した評価式は，孔あき鋼板ジベルの拘束状態を考慮
したずれ耐荷力を精度よく評価できることから，実構造物に適用できることを明らかにした。 
